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１．空間デザインの検討経緯 

1 

10 月 17 日開催 

11 月 28 日開催 

1 月 24 日開催 

有識者委員会【県】 

第 1 回委員会 

8 月 4日開催 

○検討条件、スケジュール 

○国・県・市の整備内容と区域 

○空間デザインの考え方 

○植栽計画の検討方針 

 

第 3回委員会 

第 4 回委員会 

第 5 回委員会 

市民フォーラム 

10 月 7日開催 

10 月 27 日開催 

12 月 16 日開催 

1 月 25 日開催 

2 月 25 日開催 

○基本コンセプトからのデザイン展開 

○浜の自然、街の記憶の整理・抽出 

○PLAN１、PLAN２の提示 

○植栽計画の検討方針 

○空間デザインの考え方 

 （逍遥の動線、骨格動線） 

○空間配置計画 

○PLAN３の提示 

○植栽計画案 

○エントランス空間の考え方 

○動線計画、駐車場計画 

○利活用シーンの検討 

○PLAN４の提示 

○植栽計画の具体化 

○各レイヤーの要素抽出 

○追悼の広場の考え方 

○造成計画 

○PLAN５の提示 

○植栽計画の具体化 

○追悼の広場の考え方 

○水辺のデザインの考え方 

○動線・園路・舗装計画 

○PLAN６の提示 

○植栽基本設計の確認 

空間デザイン検討委員会【国】 

3 月 9日開催 

10 月 7日開催 

検討内容 

第 2回委員会 

第 6 回委員会 

↓平成 28年度実施 

第1回有識者委員会 

第2回有識者委員会 

第 1回検討協議会 

第 2回検討協議会 

第 3回検討協議会 

計画検討協議会【市】 

3 月 5日開催 

第 4回検討協議会 

 

 

 氏 名 役 職 

委員長 佐 々木  葉 早稲田大学創造理工学部社会環境工学科 教授 

委 員 阿 部  聡 史 環境デザイナー 

〃 小野田 泰明 東北大学大学院工学研究科 教授 

〃 濱 野  周 泰 東京農業大学造園科学科 教授 

〃 渡 部  桂 東北芸術工科大学建築・環境デザイン学科 准教授 

顧 問 涌 井  史 郎 東京都市大学環境学部 教授 

〃 森 山  雅 幸 宮城大学 名誉教授 

（敬称略・五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石巻市南浜地区復興祈念公園
有 識 者 委 員 会
■石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）（以下、公園）の計画・
設計の検討

（各ワーキンググループ等の検討状況の報告・オーソライズ）

【開 催】：年２回程度

【事務局】：◎宮城県、国土交通省、石巻市

石巻市南浜地区復興祈念公園
空 間 デ ザ イ ン 検 討 委 員 会
■公園における空間デザイン（基本設計）の検討
（国営施設、県整備区域等）

【開 催】：年６回程度

【事務局】：◎国土交通省東北国営公園事務所、宮城県、石巻市

石巻市南浜地区復興祈念公園
計 画 検 討 協 議 会
■地域の方々と協働して公園の利活用を検討

【開 催】：年４回程度

【事務局】：◎石巻市、国土交通省、宮城県、

◎幹事組織

報告

連携

空間デザイン検討委員会 委員 

 

空間デザイン検討委員会の位置付け 

 

 

空間デザイン検討委員会における検討経緯 

 



２．基本デザインコンセプト 
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祈念公園 
 

南浜地区の土地の履歴を示すかつての「浜」、市街化後の南浜

地区への想いや記憶が残る「街」を土地利用の前提とし、 

東日本大震災による犠牲者を追悼し、被災の教訓を次世代へ

と伝承していくことを祈念する 

 

○公園全体が「犠牲者の追悼ができる」空間 

○かつて街と暮らしがあったことを実感できる空間 

○式典や伝承が可能な中核的空間 

○雨水調整と自然の育みを併せ持つ湿地・池沼 

○美しい杜づくりと多様な主体の参画・協働 

 

○街の遺構（街路、聖人堀、史跡、建物基礎） 

○本来の自然に回帰した湿地環境 

○浜堤地形と松原 

 

○市民のこの地への係わり方を組み立て、プロジェクトと

してつくり続ける 

 

街（昭和 30 年代～東日本大震災まで） 

・利便性が高く、閑静な住宅街 

・南浜町二丁目、三丁目からの宅地化の進展 

・震災前の街の記憶 

・元住民の暮らしの記憶 

追悼と伝承（東日本大震災後） 

犠牲者への追悼と鎮魂の想い 

地震と津波、その後の火災で甚大な被害を受けた記憶 

日和山に避難した記憶 

災害への備えと教訓の伝承の想い 

浜（昭和 20 年代まで） 

・善海田と呼ばれた水田と湿地 

・浜堤地形と松原 

・聖人堀 

・集落の形成された微高地 

・水や海の安全を祈願した史跡 

～浜・街・追悼と伝承の場所性を重ねる～ 

○ かつての環境と現状を踏まえ、土地本来の自然を育む 
○ 暮らしの記憶を街路網に刻み、これを感じる 
○ 追悼と鎮魂の思いとともに、まちと震災の記憶をつたえ、生命(いのち)のいとなみの杜をつくり、人の絆(きずな)をつむぐ 

追悼と伝承 

 追悼と伝承 
・自然への畏敬の念と暮らしの記憶を持ち、追悼と教

訓の伝承とともに、復興への意思を伝え続ける。 

・命の尊さを実感する公園づくりを通じてこの土地に

係わり続けていく。 

 街の記憶 
・市街地が大津波で消失したが、暮らしの記憶

を再生する手がかりが残っている。 

・人々の心に暮らしの記憶がある。 

 土地の履歴 
・かつての湿地と松原であった場所。 

・津波で街が消失、本来の自然に回帰しつつある。 

街の記憶 

土地の履歴 

東日本大震災の発生 

市街化の進展 

市営住宅 集会所 

児童遊園 

公民館 

保育所 

集会所 中町通 南浜町会館 

公園 

濡仏線 

郵便局 

旧門脇小学校 

日和山 

浜堤(松林) 

微高地 

（果樹園・集

落） 

聖人堀 

湿地 
分岐堀 

湿地 

日和山 

善海田稲荷 

濡仏 

北向地蔵 

旧門脇小学校 

追悼の広場 

日和山 



３．基本計画の概要 
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●基本理念 
東日本大震災により犠牲となったすべての生命（いのち）への追悼と鎮魂の思いとともに、 

 まちと震災の記憶をつたえ 

 生命（いのち）のいとなみの杜をつくり 

 人の絆（きずな）をつむぐ 

 

●基本方針 
１．犠牲者への追悼と鎮魂の場を構築します 

２．被災の実情と教訓を後世に伝承します 

３．復興の象徴の場としてメッセージを国内外に発信します 

４．多様な主体の参画・協働の場を構築します 

５．来訪者の安全を確保します 

●国・県・市の役割と機能区分 
当公園は、共通の基本理念と基本方針に

基づいて、国・県・市の役割分担のもと

に、公園全体の一体的な整備を目指すも

のです。 

このため、整備区域を大きく二つに区分

し、主に追悼と鎮魂や教訓の伝承機能を

担う南東側の部分を県営公園として、

国・県が連携して整備を行うこととし、

北西側の部分を市が、多様なニーズを受

けとめる空間として整備します。 

 

【国が担う内容】 

東日本大震災による犠牲者への追悼と

鎮魂のための式典、教訓の伝承活動、復

興への強い意志の発信が可能な公園の

中核的空間となる国営追悼・祈念施設

（仮称）を整備。 

 

【宮城県が担う内容】 

県営公園として一時避難地となる避難

築山や駐車場等を整備、公園の海側へ松

原を再生。 

 

【石巻市が担う内容】 

運動やレクリエーション等市民の多様

なニーズを考慮した広場等を整備。 

○空間構成図 

※濡仏、善海田稲荷、北向地蔵などの神社・仏閣は、公園区域から除外し存置。 

 

この図面は空間構成として表現したもので、ゾーン区域、

施設の位置などは調整中であり、確定したものではない。 

新門脇地区 

土地区画整理事業 

雲雀野町一丁目 

南浜町四丁目 

門脇町五丁目 門脇町四丁目 

南浜町二丁目 

門脇流留線 

大街道石巻港線 

濡仏 

善海田稲荷 

南浜町一丁目 

門脇町三丁目 

門脇町二丁目 

旧門脇小学校敷地 

北向地蔵 

船魂神社 

日和大橋 

日和山 

防災マリーナ 

旧北上川 

南光門脇線 

南浜町三丁目 

国営追悼・祈念施設（仮称） 

県営公園区域 

川と一体となった 

エントランス空間 

湿地・池沼 

多目的広場 

松   原 

聖人堀を開渠として

再生・活用する。 

式典や伝承活動、復興への強い意志の発信が可能な中核的な空間 
市民活動の拠点となる空間 

かつて街の暮らしがあったことを実感できる空間 

市民活動の場となる広場 

メイン駐車場 

メインエントランス

空間 

防災公園 

避難築山 

（海や川を望む場） 原則として街路網を残し、

幹線園路とする。 



４．基本コンセプトからのデザイン展開 
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追悼と伝承 方針：犠牲者の追悼と教訓伝承を祈念する 

■空間のあり方 

 この場所を多くの市民が集い、東日本大震災の犠牲者の追悼

の場、また中心的な教訓の伝承の場とする。 

 中心部に式典や伝承活動が可能な中核的な広場空間を整備す

る。 

 震災の伝承活動、湿地での環境学習、多様な行事等の市民活

動の拠点となる場を整備する。 

■追悼と伝承の理解 

 東日本大震災による犠牲者の追悼の場 

 追悼式典の場 

 地域の追悼・伝承活動の場 

 復興の象徴となる美しい杜づくりが展開される場 

 多様な祈りが捧げられる場 

 震災の記憶と教訓を伝承する場 

■追悼と伝承のデザイン展開 

 追悼式典が可能な広場を設ける 

 祈りの対象を明示する 

 祈る気持ちを高める空間をしつらえる 

 多様な追悼・伝承活動を享受する空間を整える 

 避難築山は、街の記憶を体感する視点場として活用する 

 土地に刻まれた街の記憶は追悼や伝承の場として活用する 

 

街の記憶 方針：震災前半世紀の思いや記憶を示す 

■空間のあり方 

 街の暮らしの記憶、そして街が失われたことを震災の教訓と

するため、骨格的な街路の記憶を園路としてなぞる。 

 その他の街路はデザインの工夫により明示し、サインの工夫

によりかつての町丁目がわかるようにし、公園全体で震災の

実情と教訓の伝承ができる場とする。 

■街の記憶の理解 

 人が営みを持つために活用した聖人堀や分岐堀 

 湿地は水田、微高地は畑地として土地利用がなされた 

 昭和 39年の新産業都市指定以降に急激な宅地化 

 南浜町三丁目付近の微高地から街がはじまった 

 多くの元住民の記憶に残る三丁目を南北に抜ける通り 

 街を東西に貫いていた中町通り 

■街の記憶のデザイン展開 

 街の存在感や密度感の再現 

 かつての街路網をなるべく辿れるようになぞる 

 元住民のコミュニティを再生する 

 集会所など公的施設の場所性を大切にする 

 街の構造を辿れる座標を用意する 

 パーソナルな祈りに対応できる空間を整える 

 街の記憶を呼び戻すいくつもの空間を整えこれらを巡る 

 

土地の履歴 方針：集落の成り立ちの歴史や風土を示す 

■空間のあり方 

 元々湿地の場所で、震災後も地下水位が高く湿地環境が表出

している場所に、生物の生息空間や雨水調整機能を持つ湿地

を面的に整備する。 

 聖人堀も開渠として再生・活用する。 

■土地の履歴の理解 

 旧北上川の氾濫原 

 高い地下水位による湿地環境 

 湿地の生態系 

 通年風の強い海浜草地 

 埋没谷上に立地する海岸砂丘地 

 津波や高潮の影響を受けた土地 

 藩政時代の二次的な自然の松原 

■土地の履歴のデザイン展開 

 湿地環境を活かした空間の再生 

 津波により洗掘されて出現した湿地の保全 

 落枝拾いなど身近な生活に存在した松原の再生 

 海浜草地がそよぐ様で風をビジュアル化 

 湿地環境を活かした環境学習空間の創出 

 水鳥（生命）が集まるサンクチュアリの創出 

 松原による防風・防潮 
 



５．土地の履歴の整理 
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※大正 2年（1913 年）の国土地理院地図（青）に計画図を重ねた 

雲雀野海岸付近で見ら

れた湿地（昭和 35年） 
かつての汀線 

分岐堀 

善海田と呼ばれた湿地

は水田利用されていた 

地下水脈が池となって

露出していた 

微高地は畑地として利

用されていた 

遊び場となっていた広

い砂浜（昭和 35年） 

 高い地下水位に由来する湿地は善海田と呼ばれ、水田に利用されていた。 

 湿地に囲まれ標高がやや高い微高地は、畑地として利用されていた。 

 藩政時代に潮風を防ぎ穀倉地帯とするため、浜堤に松原を創出した。 

 日和山から流れ出る雨水を受け止めるために聖人堀、分岐堀が設けられた。 

 濡仏、善海田稲荷、北向き地蔵など、水難者の供養と航行の安全を祈願した史跡が存在していた。 

  

北向地蔵 

濡仏 

善海田稲荷 

雲雀野海岸付近の松林 

（昭和 35年） 

開渠であった聖人堀 

（昭和 34年） 



５．土地の履歴の整理（現地調査による検証） 
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■土層断面図 東西方向 ■土層断面図 南北方向 

■調査地の地下水分布状況（地下水位コンター図） 

■2016 年 2月 8日計測時(干潮) 

 今年度地質調査・水文調査を実施。 

（18 箇所で実施） 

 地下水位は干潮時で T.P.-0.30ｍ～+0.20

ｍ程度で、西から東に向かって低くなって

いることを確認。 

 地質調査においては、概ね地表より 10ｍ

以上、砂層が堆積していることを確認。 

 現地には震災時に洗掘を受け、湿地とな

っている箇所も確認された。 

ボーリング調査箇所 

湿地出現箇所 

▼H27B-7 ▼H27B-10 ▼H27B-8 ▼H27B-11 
 

▼H27B-1(県) 
▼H27B-4 

▼H27B-10 
▼H27B-14 
 ▼H27B-16 

 

B-7 B-10 

B-11 

B-1(県) 

B-8 

B-4 

B-14 

B-16 



５．土地の履歴の整理（現地調査による検証） 
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 池計画地付近で 20ｍ×20ｍ、水深約 2ｍの試掘を実施。 

 掘削のみで、池が成立することを確認。 
■試掘範囲の状況（2015.12.25 現在） 



６．街の記憶の整理 
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 震災前の南浜地区は、南浜の微高地から宅地化が進展した。 

 南北方向に濡仏線、東西方向に中町通が地域の幹線道路の役割を担い、江戸時代からの古い道路も残しながら街路網が発達した。 

 雨水排水を担った聖人堀は暗渠化され、緑道が形成された。 

 町内会の会館や郵便局など、生活に密着した公共施設が散在していた。 

 濡仏、善海田稲荷、北向き地蔵などの史跡が名残をとどめる。 

 

暗渠化されていた聖人堀 

地域を南北に貫く濡仏線 

江戸時代から存在した浜横丁 

地域を東西に抜ける中町通 

濡仏 善海田稲荷 北向地蔵 

門脇小学校 

 
かつての街路 
（主要な街路） 

かつての公共施設 

地域を南北に貫く 
幹線であった濡仏線 

江戸時代から 
存在した浜横丁 

北向地蔵 

濡仏 

善海田稲荷 

聖人堀 

南浜町 4丁目集会所 

門脇郵便局 

南浜町東公園 

南浜町会館 

南浜町児童遊園 

市営南浜町住宅集会所 

中央公民館門脇分館 

地域を東西に 
抜ける中町通り 

門脇保育所 

（C）NTT 空間情報株式会社 



７．３つの場所性を巡る 
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○３つの場所性の重ね合わせ 

 「浜」は、この地の風土を顕著に表す湿地と、藩政時代に仙北平野を米所とするために植林されたクロマツ林に代表される。 

 「追悼と伝承」は、今次災害を踏まえ、未来へのメッセージとして、海や川・山との繋がりを意識する空間（避難築山）、追悼・祈念の中核的な空間、市民の健やかな健康運動

交流空間と、これらに付帯する駐車場等が表出される。 

 これら２つの場所性（レイヤー）に「街の記憶」の場所性が挟まることによって、「浜」・「街」・「追悼と伝承」を透かして一つのものとする空間デザイン 

 

○「街の記憶」の場所性の明示 

 この地に係わり営みを持った方々が、街路など「街の記憶」として認識を共有できる対象に、街の座標を付与する。 

 街の座標が公園のいたる所に存在することで、それらを街の記憶としてたどり、巡ることができる。 

 

○３つの場所性を繋ぎ、巡る 
 石巻市南浜地区復興祈念公園（仮称）は、園内を巡ることによって、それぞれの場所性から発信される多様なメッセージを来園者に伝える。 

 このため、池泉を主体とする日本庭園の伝統的な技法に倣う園路によって、３つの場所性を繋ぎ、巡る。 

○追悼・伝承：海・山・川のつながり空間（避難築山）、追悼・伝承の中核的空間、市民の健康運動交流空間 

○街の記憶：南浜地区を表す街の記憶から「街の座標」を抽出し、これを巡る 

○土地の履歴：南浜地区の風土を顕著に現す湿地環境と、地域に営みを持つために植林されたクロマツ 

街の座標 

３つの場所性を繋いで巡る 

街の記憶 

追悼と伝承 

土地の履歴 



８．空間機能図 
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防風植栽 

市民広場空間 

街の地歴を 

大切にする空間 

緩衝植栽 

追悼の丘 

湿地・サンクチュア 

市民活動空間 

追悼の広場 

緩衝植栽 

○復興祈念公園の土地利用の考え方 

 微高地を拠り所に、追悼の広場を公園の中心付近に配置し、これを囲むように避難築山、防風植栽を配置。 

 東側エントランスから中核的施設へのアプローチは、土地の履歴が表出する江戸時代から続く曲線の道路を通る。 

 旧門脇小学校の正面には、旧門脇小学校を望み視覚的につながりを感じる空間を確保する。 

 追悼の広場と湿地は中町通りを挟む位置に配置し、避難築山を追悼の広場に近付けて、追悼の広場・湿地・避難築山の関係性を強める。 

 様々な市民団体が活動する際の、バックヤードの機能を果たす市民活動空間、市民の多様な追悼・伝承のニーズを受け止める市民活動空間を配置。 

 公園の日常利用と維持管理の効率性を考慮し、外周園路を設定。 

駐車場 

駐車場 

駐車場 

市民活動空間 

市民活動空間 

旧門脇小とのつながりを 

感じる空間 

旧門脇小学校 



９．空間構成図 
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旧門脇小 

日和山 

○復興祈念公園の空間構成概念 
 円環による祈りの空間を中心とした公園の演出 

 日和山を意識する関係性の明確化 

 街が存在したことの記憶の形状 

祈りの空間 避難築山、松林、巡りの径 

水面 

街の記憶 

旧集会所 

旧郵便局 

旧町会館 

記憶に残る 

交差点 
記憶に残る 

交差点 



10．場所性と機能の重ね合せ 
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各レイヤーの要素抽出 

「街の記憶」 

「土地の履歴」 

復興祈念公園の空間機能 復興祈念公園の空間構成概念 
 

市営住宅 
集会所 

児童遊園 

公民館 

保育所 

集会所 
仲町通 

南浜町会館 

公園 濡仏線 

郵便局 

旧門脇小学校 

湿地 
サンクチュアリ 

追悼 
の広場 

追悼の丘 

 

市民広場 
空間 

市民活動 
空間 

旧門脇小学校 

追悼の広場 

池・湿地 

追悼 
の広場 

築山 

街の地歴を 
大切にする 
空間 

多目的広場 

市民活動 
空間 

旧門脇小学校 

浜堤(松林) 

微高地 

（果樹園・集落） 

聖人堀 

湿地 
分岐堀 

湿地 

日和山 日和山 

日和山 

旧門脇小学校 

日和山 

日和山 

街の地歴を 
大切にする 
空間 



11．公園計画平面図 
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南光門脇線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■石巻市南浜地区は、東日本大震災の津波と火災の延焼により約 400 名もの方々が犠牲になった場所であり、防災集団移転
促進事業により住民が移転し、跡地は震災復興のシンボルとなる公園として復興計画に位置づけられた。 

■うち約 38.8haを県営・市営公園として整備することとし、県営公園の中心部に国営追悼・祈念施設（仮称）を国が整備。 
■公園のデザインとして、市街化される前の風景である湿地や樹林地を復元し、震災前に街と人の生活があったことを示す

街路網を残すとともに、その上に追悼の広場を中心にビジターセンターとなる中核的施設、避難築山等を配置する。 

・ がんばろう石巻看板や南浜つなぐ
館等の機能移設により、市民による
伝承活動を継続。 

・ 約 2,800㎡の公園の中心的広場。
周辺含め 3,000 人規模の式典が
可能。 

・ 休憩所、ビジターセンターとなる
施設。 

・ ＴＰ+10.0ｍの一時避難場所。 

・ 市街化以前の風景として、池や湿
地を再生。 

鎮守大橋 

日和大橋 

日本製紙石巻工場 

多目的広場 

旧門脇小学校 
市民活動拠点 

避難築山 

池・湿地 

追悼の広場 

中核的施設 

断面図 
門脇流留線 松 原 池・湿地 追悼の広場 

中核的施設 

聖人堀 南光門脇線 

M 

南駐車場 

避難築山 
追悼の広場 

多目的広場 

多目的広場 

西駐車場 

湿地 

池 

中核的施設 

東駐車場 

防災マリーナ 
・ 野球やサッカー等の運動を主体
とした活動空間。 

多目的広場 

・ 公園のメイン駐車場。普通車 234
台、大型バス 9台の駐車が可能。 

東駐車場 

市民活動空間 
（バックヤード） 

・ かつて存在し、人々の記憶にも残
っている松原（松林）を復元。 

松 原 

聖人堀 

門脇流留線 

市民活動拠点 

東側エントランス 

市民活動空間 
（バックヤード） 

― 公園の概要 ― 

 



12．イメージパース （南側上空からの鳥瞰） 
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追悼の広場 

避難築山 

東側エントランス 

南駐車場 

市民活動空間 
（バックヤード） 

門脇流留線 防災マリーナ 

湿地 

多目的広場 

東駐車場 

南光門脇線 

市民活動空間 
（バックヤード） 

多目的広場 

池 

西駐車場 

市民活動拠点 

多目的広場 

中核的施設 

旧門脇小学校 

日和山 

日本製紙石巻工場 

聖人堀 

鎮守大橋 

日和大橋 



12．イメージパース （日和山からの眺望） 
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追悼の広場 

中核的施設 

池 
避難築山 

東側エントランス 

駐車場 

市民活動空間 

多目的広場 
多目的広場 

南光門脇線 

門脇流留線 

防災マリーナ 

旧門脇小学校 



13．植栽計画 （植栽計画の概要） 

16 

 

 

 



13．植栽計画 （植栽タイプ配置の考え方） 
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13．植栽計画 （花修景の考え方） 
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13．植栽計画 （杜づくり体制の設置イメージ） 
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14．市民活動拠点の考え方 
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■がんばろう石巻看板等の機能移設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 

項目 

Phase-01 Phase-02 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度以降 

（2015 年度） （2016 年度） （2017 年度） （2018 年度） （2019 年度） （2020 年度） （2021 年度以降） 

公園整備段階        

機能移設        

関連活動等        

 

 

○がんばろう石巻看板 

震災後の絶望感漂う中、誰もがうつむきながらさまよい歩く姿を目にし、「津波に負けたくない、地域の

人々を励ましたい」との思いから、津波で流されてきた材料で看板が設置され、制作メンバーでがんばろ

う石巻の会を設立。 

会では、「追悼 3.11 のつどい（灯篭制作・点灯）」、地域を少し

でも明るくしたいとの思いで始めた「こいのぼり」、津波後に被災

地に咲いたひまわりから種を採取し、これを咲かせて希望者に

種を配布する「ど根性ひまわり」の活動を主に行っている。 

がんばろう石巻看板には、現在でも震災学習のために全国

から人々が訪れ、中には花を手向けて手を合わせる方もいる。 

 

○南浜つなぐ館 

震災学習の場となっている「がんばろう石巻看板」に隣接し、震災の記録と教訓を伝える施設として、

「南浜つなぐ館」が設置された。 

南浜つなぐ館は、来訪者に震災の知識をより深めてもらうこと

を目的に、語り部活動等を行う公益社団法人みらいサポート石巻

が設置した。 

施設内には、津波や火災による被災状況を伝えるパネルや、

被災直後の南浜の写真、かつての南浜地区の模型、ドローンで

撮影された現在の南浜の映像などにより、情報提供がなされ、展

示内容についてスタッフから説明を聞くこともできる。 

風の強い南浜においては、天候の影響を受けにくい屋内での

震災学習の場として、新たな機能を担っている。 

市民活動の概要 

がんばろう石巻看板等の機能移設スケジュール（案） 

基本設計 実施設計 整備工事 供用 

3/11 追悼の灯 

初代看板撤去 

移設看板制作 

公園完成後（Phase-02）以降の看板機能のあり方や関連する市民団体参画のあり方を継続検討 開園後のあり方決定 

工事に支障がない範囲で事業者との協議・調整により各種活動を実施 

基本計画公表 

各種団体の活動実施 

検討結果を踏まえ機能を発現 

 

○がんばろう石巻看板等の機能移設 

 現がんばろう石巻看板の位置は、二線堤の機能を持つ南光門脇線の区域に重なることから、このま

まの状態で維持することは困難。 

 現在、市民により東日本大震災の教訓の伝承活動が行われていることから、閣議決定の趣旨も踏

まえ、震災の風化を防ぎ引き続き教訓の伝承等の市民活動が継続できるよう、近隣の国営追悼・祈

念施設（仮称）区域内の市有地に機能移転を行う。 

 公園の工事中でも利用者のアクセスを確保するとともに、公園計画上も市民活動拠点と位置づけ、

基本計画に定める市民参画、協働の取り組みを実践する。 

○がんばろう石巻看板等の機能移設場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんばろう石巻看板等の機能移設 

二代目看板設置 
南浜つなぐ館移設 

がんばろう石巻看板移設先 南浜つなぐ館移設先 

施工中のアプローチ 



15．整備スケジュール（案） 

21 

 

実施内容 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度 H33～42 年度 H43 年度以降 

催事等         

国 

園地計画・設計         

試験植栽         

供木移植         

整備工事         

運営管理         

県 

都市計画決定         

園地計画・設計         

整備工事         

運営管理         

市 

都市計画決定         

園地計画・設計         

整備工事         

協働組織づくり         

運営管理         

 

運営管理 

運営管理 

運営管理 

基本設計・実施設計 

基本設計・実施設計 

基本設計・実施設計 

復
興
祈
念
公
園
の
完
成
目
標 

震災10周年 20 周年 30 周年・・・ 

運営組織検討準備 

整備工事 

整備工事 

整備工事 

種子/用土採取・育苗・情報収集 

樹種選定・圃場整備・育成 

協働組織による試行・改善・組織化準備 協議会 


